
- 1 - 

神奈川県立総合教育センター研究集録38:１～８.2019 

 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善に

関する研究〔中間報告〕 

－ 教職員一人ひとりが授業改善を実感できる組織的な取組 － 

 

小 辺 江 美１    田 中 恵 美２   栗 田 泉２       

 新学習指導要領は「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進について、これまでの学校

教育の蓄積をいかしながら取組を活性化していくことが必要であると示している。本研究では、学校の授業改

善の推進に向けて、教職員一人ひとりが授業改善を実感できる、学校の実態に即した組織的な取組の在り方を

探る。研究の１年目は、調査研究協力校の授業改善に係る取組の現状を把握するための調査を実施した。 

 
はじめに 

 

変化が激しく将来の予測が困難な時代を生きる子ど

もたちに必要な資質・能力を、学校教育を通して確実

に育むため、「主体的・対話的で深い学び」の実現に

向けた授業改善が求められている。『中学校学習指導

要領(平成29年告示)解説総則編』には、「生徒に求め

られる資質・能力を育むために,生徒や学校の実態，指

導の内容に応じ，『主体的な学び』，『対話的な学び』，

『深い学び』の視点から授業改善を図ることが重要で

ある」(文部科学省 2017)と示されている。 

神奈川県立総合教育センターにおいては、これまで

も授業改善の取組の推進に向けて、継続的に研究に取

り組んできた。平成25・26・27年度に実施した「組織

で取り組む授業研究の工夫に関する研究」では、校内

授業研究の取組について、「生徒の変容が見られるこ

とが、研究の成果であり、教職員の主体的な取組への

動機付けともなる。取組によって授業がよりよいもの

になり、生徒が変わったという手応えを実感すること

が大切である」（石井 2016）と今後の方向性を示し

ている。 

本研究では、この、教職員の「実感」に着目し、「生

徒に育成を目指す資質・能力を身に付けさせることが

できた」と教職員一人ひとりが実感できるよう、学校

の実態に即して授業改善の取組を推進することが重要

だと考えた。そこで、現在、学校で実践されている授

業改善の取組に基づき、実感できる取組の在り方につ

いて探ることとした。 

 

研究の目的 

 

 組織的な授業改善に係る調査研究協力校（４校）の 

実践に基づき、学校の実態に即した組織的な取組のよ 

りよい在り方について探り、新学習指導要領の目指す 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改 

善の推進に資する。 

 

研究の内容 

 

１ 研究計画 

本研究は、県内の高等学校２校、中学校２校を調査 

研究協力校(以下、「協力校」という)とし、平成30年度・ 

31年度の２年間で行う。 

平成30年度は、協力校の授業改善に係る取組につい

ての取材と教職員対象のアンケート調査を実施し、教

職員一人ひとりの実感につながる取組の在り方を探る。 

 平成31年度は、取材とアンケート調査を引き続き実 

施するとともに、教職員一人ひとりの実感につながる 

取組のための方策を提案し検証する。 

 

２ 研究の手立て 

(1) 調査における三つの視点について 

先述のように、授業改善の取組の成果として、生徒

の変容を教職員一人ひとりが実感することが重要と考

え、協力校の授業改善に係る取組が、成果となる生徒

の変容につながるものになっているかを探ることとし

た。 

そこで、次の三つの視点から協力校の取組と教職員

の意識について調査を行った。 

  

 

 

 

 

 

授業改善に係る研究テーマについて、「学校の実態

を踏まえた目指す生徒の姿を教職員間で共通理解し

ているか」、「教職員一人ひとりの目標が具体的にイ

メージできているか」などについて調査した。 

1 教育課題研究課 指導担当主事  

2 教育課題研究課 指導主事 

【視点①】研究テーマの設定 

学校の実態に即した授業改善に係る研究テーマ

が、教職員間で共通理解されているか。また、教

職員一人ひとりの具体的な目標の設定につながっ

ているか。 
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 研究授業に係る一連の取組について、「研究テーマ

に即した授業づくりのポイントは、教職員間で共有で

きているか」、「協議の内容に一貫性はあるか」など

について調査した。 

 

 

 

  

授業改善に係る取組を通して得た気付きや改善点を

日常の授業につなげるために、「教職員一人ひとりが、

授業を改善できたと感じたか」、「その成果について、

教職員間で共有したか」などについて調査した。 

(2) 取材による調査 

 授業改善に係る取組の現状を把握するために、協力

校を訪問して、指導案検討会、研究授業、研究協議会、

校内研修会等に参加した。また、管理職や校内の研究

担当者から現状を聞き、研究協議会に参加した際には、

教職員からも取組に関する意見や反応を聞いた。 

(3) アンケート調査 

授業改善に係る取組について、教職員一人ひとりの

意識や実態等を知るために、アンケート調査を実施し

た。調査の概要は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【視点①～③】を踏まえて設問を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 調査研究協力校の取組について 

今年度調査した協力校の授業改善に係る取組を、「取

組の概要と特徴」と三つの視点から見た「取組の現状」

について整理した。 

(1) 県立茅ケ崎北陵高等学校 

ア  取組の概要と特徴 

茅ケ崎北陵高等学校は、授業改善の共通テーマを「①

高いレベルでの思考力・判断力・表現力の育成、②主

体的・対話的で深い学び(『アクティブ・ラーニング』

の視点)の充実」と定め、教育方針である「学力向上 人

づくり」につなげる取組を行っている。 

年間計画の中に授業見学月間と外部講師による講演

会等を行う授業改善研修会をそれぞれ２回設定してい

る。また、９月と１月に「生徒による授業評価」の結

果について、教科ごとに協議を行い、課題を見いだし

ている。さらに、研究授業では、各教科で身に付けさ

せたい学力を明確にし、具体的な実現方法・内容等を

設定して取り組んでいる。 

茅ケ崎北陵高等学校は、県立高校改革(Ⅰ期)指定事

【視点②】研究授業に係る取組 

研究授業に係る取組において、研究テーマに即

した授業づくりのポイントの一貫性が確保されて

いるか。 

【研究(授業改善の取組の)テーマについて】 
１ 研究テーマの具体的な内容や目指すものにつ

いて、教職員間で共有できていると思う。  
２ 研究テーマを実現するために、自分自身がど

んなことに取り組むか、具体的にイメージでき

ている。  
３ 研究テーマは学校の実態に合っていると思 

う。  
４ 研究テーマの設定方法や共有方法等につい

て、今後、一層効果的にするためのご意見等が

ありましたら記述してください。 
【指導案検討、研究授業、研究協議等について】  
５ 指導案検討・研究授業・研究協議等における

視点やポイントは教職員間で共有できていると

思う。  

１ 調査方法  

質問紙による無記名でのアンケート調査 

２ 調査対象及び回答人数等 

(1) 調査対象 

調査研究協力校の教職員（管理職を除く） 

(2) 回答人数(回収率)  

４校合計  99人(68.3％) 

【視点③】日常の授業への成果の活用 

授業改善に係る取組やその振り返りの成果が、

日常の授業に活用されているか。 

６ 自分は、指導案検討・研究授業・研究協議等

における視点やポイントを意識して参加できて

いる。 
７ 指導案検討・研究授業・研究協議等における

視点やポイントには、関連性や一貫性があると

思う。  
８ 指導案検討・研究授業・研究協議等について、

今後、一層効果的にするためのご意見等があり

ましたら記述してください。 

【取組の振り返り及び成果の活用について】 
９ 授業改善の取組を通して、自分の授業を改善

することができた。 
10 【設問９で、「１ 当てはまる ２ やや当ては

まる」と回答した方のみお答えください】自分

の授業を改善することができたかどうかを何で

判断しましたか、次から全て選んでください。 
11 【設問２ 「研究テーマを実現するために、

自分自身がどんなことに取り組むか、具体的に

イメージできている」で、「１ 当てはまる ２ や

や当てはまる」と回答した方のみお答えくださ

い】授業改善の取組を通して、「自分自身がど

んなことに取り組むか、具体的にイメージした

こと」が実現できた。  

12 【設問 11 で、「１ 当てはまる ２ やや当て

はまる」と回答した方のみお答えください】実

現できたかどうかを何で判断しましたか、次か

ら全て選んでください。 
13 授業改善の取組の成果について、他の教職員

や助言者等と共有した。 
14 学校の授業改善の取組を通して、自分自身の

授業づくりの課題が明確になった。 
15 今後、授業改善を一層進めるために、取り組

んでみたいことを具体的に記述してください。 
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業の新たな学習評価に係る研究の教育課程研究開発校

に指定されている。取組の特徴としては、特に生徒の

学習意欲の向上を目指した授業実践に力を入れており、

具体的には、全教科でルーブリックを用いて、生徒に

学習の目標を明確に示している。その成果として、研

究協議会における「生徒へのインタビュー」で、生徒

が授業のねらいを理解し、授業を通して気付いた自身

の変容について語ることができており、教職員が授業

の振り返りをする上で有効な指標となっていることが

挙げられる。 

さらに、教科ごとの研究協議会の内容を、「パネル

ディスカッション」形式を用いて発表するなど、研究

授業の成果を教職員間で共有するための工夫が顕著で

ある。 

イ 取組の現状 

(ｱ) 研究テーマの設定 

茅ケ崎北陵高等学校は、共通テーマである「①高い

レベルでの思考力・判断力・表現力の育成、②主体的・

対話的で深い学び(『アクティブ・ラーニング』の視点)

の充実」を踏まえて、生徒の実態に即した「身に付け

させたい学力」、「具体的な方法・内容」を教科ごと

に設定している。また、研究テーマを踏まえたルーブ

リックを各教科で提示することにより、生徒が学習の

目標を明確に理解できると同時に、学習意欲の向上に

もつながっている。 

７月に行われた授業改善研修会では、「高校生に身

に付けさせたい資質・能力とその能力を育む授業の在

り方」についての講演会の中で、育成を目指す資質・

能力について教職員が考える場面を設け、研究テーマ

への理解を深めていた。 

これらのことが、アンケート調査結果において、多

くの教職員が研究テーマは学校の実態に即していると

感じることにつながっていると考えられる(第１図)。 

 
第１図 研究テーマと学校の実態について(茅ケ崎北

陵高等学校) 

(ｲ) 研究授業に係る取組 

ルーブリックを作成する際には、生徒に身に付けさ

せたい力や学習活動について具体的に設定するため、

研究授業の直前に行われる事前協議において、授業者

とその他の参加者が、授業づくりのポイントや意図を

共有することができる。このことが、教職員一人ひと

りが授業づくりのポイントを意識して研究協議会等に

参加することにつながっていると考えられる(第２図)。 

 

第２図 研究協議等における視点やポイントについて

(茅ケ崎北陵高等学校) 

(ｳ) 日常の授業への成果の活用 

アンケート調査の「11 イメージしたことが実現で 

きたか」について、71％が肯定的な回答をしている。 

また、アンケート調査の「９ 授業改善の取組を通し 

て、自分の授業を改善することができた」について、 

65％が肯定的な回答をしており、授業改善に係る取組 

から成果を感じている教職員が一定数いることが分か 

る。その中には、授業中の生徒の言動やワークシート 

の記述など、生徒の変容から授業改善の成果を感じて 

いる教職員がいる。 

ウ 今後に向けて 

アンケート調査から、回答した教職員一人ひとりが

研究テーマを踏まえて授業改善に取り組んでいること

がうかがえた。 

今後は、教職員間で、研究テーマを踏まえてどのよ

うな授業づくりに取り組んでいくか、研究協議等にお

けるポイントは何かなどを具体的に共有することが、

授業づくりのポイントの一貫性を確保し、より効果的

な授業改善の取組につながると考える。 

また、「13 取組の成果について、他の教職員や助

言者等と共有した」、「14 取組を通して、自分自身

の授業づくりの課題が明確になった」と回答した教職

員はそれぞれ52％と半数にとどまっていた。研究授業

や研究協議会を通して共有した授業改善の具体的な内

容を、教職員一人ひとりが日常の授業において、計画

的に取り入れ、実践を重ねていくことが、授業改善の

成果を感じることにつながると考える。 

(2) 県立愛川高等学校 

ア  取組の概要と特徴 

愛川高等学校の研究テーマは、「生徒の自ら学ぶ意

欲を育成するための学び合い活動の充実」である。研

究テーマに即した授業づくりのために、教科の指導力

や授業を組み立てる力の向上を目指している。 

17%

74%

9% 当てはまる

やや当てはまる

あまり当てはまら

ない

３ 研究テーマは学校の実態に合っていると思う

n=23

9%

69%

13%

9%
当てはまる

やや当てはまる

あまり当てはまら

ない

当てはまらない

６ 自分は、指導案検討・研究授業・研究協議等に

おける視点やポイントを意識して参加できている

n=23
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愛川高等学校は、近隣の三つの中学校との連携型中

高一貫教育校である。特徴としては、連携の取組の一

つである「授業力向上のための中高連携公開授業研究

会」の際、連携中学校から教職員が来校し、授業参観

や研究協議等を通して密に情報交換しており、愛川高

等学校からも連携中学校の研究授業に積極的に参加し、

相互の授業改善に役立てていることが挙げられる。ま

た、研究テーマに基づいた指導案検討会を２回設定し

ており、教科横断的に全教職員を８グループに分けて

検討を行っていることも特徴として挙げられる。 

さらに、「生徒による授業評価」の「２ 私は授業

で学習した内容がだいたい理解できている」、「４ 授

業中、生徒同士で話し合う機会や意見などを発表する

機会がある」、「７ 私は授業でわからないところが

あったら、先生や友達に聞いたり、自分で調べたりす

るなどしてわかろうとする努力をしている」、の３項

目を授業改善の成果指標として活用しており、取組の

成果を客観的に測ることができるようにしている。 

イ 取組の現状 

(ｱ) 研究テーマの設定 

アンケート調査の「２ どんなことに取り組むか、

具体的にイメージできている」についての肯定的な回

答の割合は61％であり、数値としては高くない。 

しかし、愛川高等学校では、研究テーマである「生

徒の自ら学ぶ意欲を育成するための学び合い活動の充

実」を実現するために、学校全体で授業力向上を図る

とともに、生徒の「自己肯定感」と「コミュニケーシ

ョン力」の向上も目指しており、生徒の実態に即した

基礎学力の定着と授業規律に重点を置いて取り組んで

いる。実際に、取材の中で、多くの教職員が導入や学

習活動を工夫して、生徒の学習意欲を高めようとする

姿が見られた。このように、生徒の実態に即した取組

を継続的に行うことは、研究テーマに即した授業づく

りの具体的な取組のイメージにもつながると考えられ

る。 

(ｲ) 研究授業に係る取組 

先述したように、「授業力向上のための中高連携公

開授業研究会」においては、研究授業に向けて、グル

ープごとに指導案検討会を２回設定している。第１回

に協議された内容を受けて、授業者が学習指導案を改

善し、第２回でさらに協議を重ねることで、授業改善

に効果を上げている。 

アンケート調査の回答には、「協議内容は『参考に

なった点』と『アドバイス』ではなく、テーマに沿っ

た協議をしてはどうか」、「協議の際、テーマについ

て『効果があった教具』・『効果があった教員の働き

かけ』のように具体的にすると、ポイントが絞れた話

し合いになると思う。」のように、研究テーマに焦点

を当てて協議する必要性を指摘した記述が見られた。

これらの記述には、より効果的な協議の持ち方を追求

し、研究協議会をより効果的なものにしたいという教

職員の思いが現れている。 

(ｳ) 日常の授業への成果の活用 

研究授業の振り返りとして、後日、研究協議会の内

容を集約した報告書を作成し、学校全体で共有し、日

常の授業へと成果をつなげようとしている。 

アンケート調査の「９ 授業改善の取組を通して、

自分の授業を改善することができた」については75％

の教職員が肯定的に回答しており、授業改善の取組の

成果を教職員が感じていることが分かる (第３図)。 

 
第３図 自分の授業を改善することができたかにつ

いて(愛川高等学校) 

また、「公開研究授業を通して、グループワークの

課題等について意見交換できた。」という記述に見ら

れるように、課題が明確になった教職員もおり、具体

的な授業改善につながることが期待できる。 

ウ 今後に向けて 

 取材やアンケート調査の中で、学校の実態に即した

授業づくりのために、校内の研究担当者を中心に、教

職員が主体的に取り組む姿が見られた。 

アンケート調査の結果から、「研究テーマが学校の

実態に合っていない」、あるいは「判断できない」と

感じている教職員がいることが分かった。研究テーマ

と、学校が目指す生徒像とのつながりを教職員間で協

議し共通理解することは、授業改善の取組の推進につ

ながると考える。その際、研究テーマが学校や生徒の

実態に即しているのか、教職員間で見直す機会を授業

改善の一連の取組の中に設定することができれば、研

究テーマに対する理解がより深まると考える。そして、

共通理解した内容から、教職員一人ひとりが目指す授

業を具体的にイメージし、計画的に日常の授業におい

て実践を重ねることが、授業改善の成果を感じるため

の一歩となると考える。 

(3) 茅ヶ崎市立北陽中学校 

ア  取組の概要と特徴 

茅ヶ崎市立北陽中学校の研究テーマは、「『学びを

実感できる授業づくり』～考え・伝え・創り出す～」

である。学んだことをその場限りにせず、次の学びに

いかせるようにするためには、協働的に学習すること

25%

50%

9%

8%
8%

当てはまる

やや当てはまる

あまり当てはまらない

当てはまらない

無記入

９ 授業改善の取組を通して、自分の授業を

改善することができた

n=36
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で学びを深めていくことが重要であるとして、この副

題を設定している。 

また、「かながわ学びづくり推進地域」の取組とし

て、「『豊かな人間性と自律性をはぐくむ学校教育の

充実』～学びの質を高める学校教育の充実」を実現す

るために、日々授業改善に努めている。 

年間計画に３回の公開研究授業を設定し、毎回、教

職員を教科横断的に３グループに分け、指導案検討会

と研究協議会を実施している。各回とも数名の教職員

が代表で研究授業を行い、その他の教職員も、それぞ

れ年１回研究授業を行っている。 

また、公開研究授業には、研究テーマに関わる講演

会を必ず位置付けるほか、夏季休業中にも校内研修会

としての講演会を持つなど、研究テーマに即した授業

づくりへの理解を深める機会を手厚く設けている。 

北陽中学校の取組の特徴は、教職員一人ひとりが、

教科の学習を通して、生徒に学ばせたい内容や、指導

のポイントを『豊かな日本語の使い手になるために』

や『アタマの中を可視化する』などの「授業における

キャッチフレーズ」として設定し、年間を通して重点

的に取り組んでいることである。このキャッチフレー

ズは、他の教職員や生徒、保護者とも共有されている。 

また、全教職員が各自の研究授業直後に、授業改善

に特化したアンケート調査を生徒対象に行っており、

この学校独自の調査を、成果指標として教職員の振り

返りに役立てている。 

イ 取組の現状 

(ｱ) 研究テーマの設定 

アンケート調査の結果から、北陽中学校では、教職

員一人ひとりが、研究テーマである「『学びを実感で

きる授業づくり』～考え・伝え・創り出す～」に即し

た目指す授業、目指す生徒の姿を明確にイメージする

ことができていることが読み取れる(第４図)。 

 

第４図 自分自身の取組の具体的なイメージについて

(茅ヶ崎市立北陽中学校) 

その理由の一つとして、研究テーマを実現するため

に、生徒の活動に必然性を持たせることに重きを置い

ていることが挙げられる。その具体的な取組として、

生徒が意欲的に学習するための働きかけを「しかけ」

と呼び、教職員が授業の中に必ず取り入れている。「こ

のような働きかけをしたら、生徒はどのような反応を

するか」、「この発問は、生徒が考えたくなるか」等、

「しかけ」を授業に取り入れたときの、生徒の具体的

な姿をイメージしながら授業づくりに取り組んでいる。 

(ｲ) 研究授業に係る取組 

授業づくりの際には、副題にある「考え」、「伝え」、

「創り出す」という三つの言葉に対し、生徒が、「考

えたくなるしかけ」、「伝えたくなるしかけ」、「創

り出したくなるしかけ」を、授業のどの場面に設定す

るかを学習指導案に明示し、教職員間で共有している。 

また、研究授業を参観する教職員は、「しかけ」に

注目して指導案検討会や研究協議会に臨む。共通様式

の学習指導案には、「しかけ」を記載する項目が設け

られているので、授業者も参観者も研究協議会等にお

いてポイントを明確に意識することができる(第５図)。 

 

第５図 研究協議等における視点やポイントについて

(茅ヶ崎市立北陽中学校) 

さらに、管理職や校内の研究担当者が、「しかけ」

についてより一層の共通理解を図る必要があると判断

した場合には、講演内容を講師と綿密に打ち合わせる

など、教職員の実態に合わせて研修会等の改善を図っ

ている。 

(ｳ) 日常の授業への成果の活用 

アンケート調査の「９ 授業改善の取組を通して、

自分の授業を改善することができた」について、肯定

的な回答が86％であることから、授業改善の取組が教

職員一人ひとりの成果につながっていることが分かる。 

また、アンケート調査の「14 学校の授業改善の取

組を通して、自分自身の授業づくりの課題が明確にな

った」に対して、73％の教職員が肯定的に回答してお

り、その中に、「生徒アンケート結果の課題と授業改

善の方向性が一致した。」という記述があった。これ

は、授業改善の取組の振り返りに、生徒側の視点を取

り入れたことの効果であると考える。これにより、授

業改善に係る取組の成果を教職員以外の視点からも評

価することができている。 

ウ 今後に向けて 

 第４図から、研究テーマを実現するために、どのよ

27%

73%

当てはまる

やや当てはまる

２ 研究テーマを実現するために、自分自身がどんな

ことに取り組むか、具体的にイメージできている

n=22

32%

64%

4%

当てはまる

やや当てはまる

あまり当てはま

らない

６ 自分は、指導案検討・研究授業・研究協議等に

おける視点やポイントを意識して参加できている

n=22
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うなことに取り組むべきか、回答した全ての教職員が

具体的にイメージできていることが分かった。しかし、

具体的にイメージしたことを実現できたかどうかとい

う設問に対する肯定的な回答は、70％に届いていない。

また、アンケート調査の「13 授業改善の取組の成果

について、他の教職員や助言者等と共有した」に対し、

肯定的な回答をした割合は低い。 

このことから、研究授業だけでなく、日常の授業に

どのように取組の成果が反映されたか、そして、生徒

や授業がどのように変容したかを学校全体で確認し、

共有する場を設定することが、授業者や参観者が取組

の成果を感じることにつながると考える。 

(4) 愛川町立愛川中原中学校 

ア  取組の概要と特徴 

愛川町立愛川中原中学校は、「生徒の学力を向上さ

せるためには、授業力の向上が欠かせない」という教

職員の思いから、研究テーマを「主体的・対話的で深

い学びの授業実践～身につけさせたい力を明確にした

指導と評価の在り方～」と設定している。 

連携型中高一貫教育校として、愛川高等学校と連携

し、また、「かながわ学びづくり推進地域」の取組と

して、「学び方に主眼を置いた、９年間の一貫した教

育課程『学び育成カリキュラム』の編成」を実現する

ために、愛川中原中学校区の小学校とも連携を密にし

ている。 

年間計画に設定された５回の研究授業全てを近隣の

小学校・中学校・高等学校等に公開しており、そのう

ちの１回については、合同の研修会を併せて開催して

いる。また、全教職員を教科横断的に３グループに分

け、全ての研究授業において、指導案検討会を２回実

施し、研究授業と同じ内容の授業を他のクラスで実施

する「プレ授業」も行っている。 

愛川中原中学校の取組の特徴は、管理職や校内の研

究担当者を中心に校内研究会の効果的な在り方を追求

し、その中で考え出された方法が、研究授業の際に配

付される校内研究会の資料に集約されていることであ

る。具体的には、授業づくりの考え方・研究授業の参

観のポイント・研究協議会の進め方、さらに、生徒イ

ンタビューの具体例等が記載されており、授業改善の

方向性を教職員が共有するうえで大きな役割を果たし

ている。 

イ 取組の現状 

(ｱ) 研究テーマの設定 

アンケート調査「１ 研究テーマの具体的な内容や

目指すものについて、教職員間で共有できていると思

う。」について、回答した全ての教職員が肯定的であ

る。さらに、「２ 研究テーマを実現するために、自

分自身がどんなことに取り組むか、具体的にイメージ

できている」についても肯定的な回答が90％を超えて

いる。これは、教職員一人ひとりが、第１表のように

授業づくりにおけるキーワードを設定し、その実現を

常に意識していることが理由と考えられる。 

第１表 一人ひとりのキーワード 

Ｂグループ(国語、社会、技術・家庭) 

できる楽しさ 知る楽しさ わかる楽しさ 

相手の立場に立ち、根拠をもって伝えあう授業 

「教えられる授業」ではなく、「自分で考えてみたい」授業 

生徒の将来に生きる授業 

伝え合い、教え合い、学び合う授業 

「どうして？」を大切にし、考えを広げ合う授業 

考えて、身につけて 

「いかす授業」～計画・実行・学習・改善～ 

(ｲ) 研究授業に係る取組 

愛川中原中学校では、指導案検討会を研究授業まで

に２回開催し、授業者が提案した授業について、他の

教職員がそれぞれのアイデアを出し合い、協働して授

業づくりを行っている。また、研究授業当日までに、

グループ内でプレ授業を参観して意見交換し、改善策

を出し合っており、より生徒の実態に即した授業づく

りにつなげている。さらに、取組の特徴で紹介した校

内研究会の資料を活用して、教職員間の共通理解に役

立てている。 

これらの取組が、授業づくりのポイントの共有と、

授業者以外の教職員の授業づくりへの意識の高さにつ

ながっている。 

(ｳ) 日常の授業への成果の活用 

アンケート調査の「14 学校の授業改善の取組を通

して、自分自身の授業づくりの課題が明確になった」

について肯定的な回答の割合が高い(第６図)。 

 

第６図 授業づくりの課題が明確になったかについて 

    (愛川町立愛川中原中学校) 

この理由として、指導案検討会やプレ授業を行うこ

とにより、授業づくりの段階から目指す授業のイメー

ジについて、教職員間で共有ができていることと、研

究協議会においても、指導案検討会等で共有したこと

を中心に協議が行われるため、成果と課題を把握しや

すいことが挙げられる。 

ウ 今後に向けて 

 研究授業を中心に、教職員一人ひとりが、授業改善

の成果を感じられるよう仕組みが整えられており、ア

17%

72%

5%

6%
当てはまる

やや当てはまる

あまり当てはま

らない

当てはまらない

14 学校の授業改善の取組を通して、

自分自身の授業づくりの課題が明確になった

n=18
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ンケート調査の多くの設問で肯定的な回答の割合が高

い。一方で、取組の成果を共有できたと考える教職員

の割合が他の設問に比べて低く、研究テーマが学校の

実態に合っているかどうかという設問に対しても、肯

定的な回答の割合が低い。 

研究テーマに対する記述回答には、「主体性という

具体的な様態、対話的であるという具体的な様態につ

いて、職員が生徒にどのような様子を求めるのか、追

求する必要がある。」という、研究テーマに対する共

通理解の必要性についての意見が見られた。 

これらのことから、授業で実現させたい「主体的・

対話的で深い学び」とは何か、キーワードを実現する

ための具体的な方策は何かなどについて、教職員間の

共通理解を深めるとともに、常に「授業後(単元学習終

了後)の目指す生徒像」や「身に付けさせたい資質・能

力」を、協議の中心に据えていくことが、教職員一人

ひとりが授業改善の成果を感じることにつながると考

える。 

 

４ 考察 

 今年度の協力校の調査結果を基に、取組の成果と課

題について三つの視点から考察した。 

(1) 研究テーマの設定 

研究テーマの理解を深めるための研修会を開催した

り、個々の目標を具体的に設定したりして、教職員一

人ひとりが、研究テーマに即して取り組めるよう工夫

されている。 

一方で、学校の実態と研究テーマのつながりについ

ての共通理解が十分ではないことや、研究テーマに即

した教職員一人ひとりの目指す授業が具体的にイメー

ジできていない場合があることなど、授業の何を改善

するのかを明確に共有できていない面が見られた。 

これらのことから、授業改善の実感につながる研究

テーマの設定には、学校の実態に即した目標を共有す

ることと、その目標を基に、教職員一人ひとりが具体

的な目標を設定することが必要だと考える。 

(2) 研究授業に係る取組 

指導案検討会において授業づくりのポイントを共有

したり、学習指導案にポイントを明示したりして、研

究授業の参観の視点を共有するための工夫がなされて

いる。 

一方で、指導案検討会で示したポイントが、参観の

際のポイントと合致していないことや、研究協議会に

おける協議の中心となっていないことがあった。 

研究授業に係る取組を一連のものと見ると、指導案

検討は「計画」、研究授業は「実行」、研究協議は「点

検」と見ることができる。研究授業に係る取組を実感

につなげるためには、「計画」の際に示したポイント

が「実行」されているかどうかを、「点検」の際に確

認するという一貫性が確保されることが必要だと考え

る。 

(3) 日常の授業への成果の活用 

研究協議会において、授業改善に係る取組の成果を

共有する機会を設けて、教職員一人ひとりが、自身の

授業づくりの成果と課題を確認している。 

一方で、後日、日常の授業の中で、取組の成果をど

のように活用したか、あるいはどのように課題を解決

したかなどについて実践し、その結果を共有する機会

は設けられていなかった。 

研究授業の場だけでは、教職員一人ひとりの目標を

達成することは難しい。研究授業から得た成果を日常

の授業で活用することを通して実感につなげるために

は、日常の授業で実践すること、その結果を共有する

こと、それらの機会を学校全体で計画的に設定するこ

とが重要である。 

 

研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

今年度の調査を通して、三つの視点から取組を見直

すことが、教職員一人ひとりが授業改善を実感できる

取組の実現につながると考え、次のように整理した。 

第一に、学校の実態に即した授業改善に係る研究テ

ーマが、教職員間で共通理解されているか。また、教

職員一人ひとりの具体的な目標の設定につながってい

るかという、研究テーマの設定に関する視点である。 

第二に、研究テーマに即した授業づくりのポイント

の一貫性を確保することができているかという、研究

授業に係る一連の取組に関する視点である。 

第三に、研究授業の成果を日常の授業に活用するこ

とができているかという視点である。 

これら三つの視点で取組を見直すことは、一体的に

行うことで、より実感につながると考えるが、学校の

取組の実態に即して、部分的・段階的に取り入れると

いう方法もある。まずは、学校の現在の取組状況を把

握し、どの視点の取組を見直すことが有効かを、学校

全体で考える機会を設定することが、教職員一人ひと

りが授業改善を実感するための第一歩となる。 

また、三つの視点を活用して学校の授業改善の取組

を見直すことは、新学習指導要領が示す、組織的かつ

計画的に教育活動の質の向上を図るカリキュラム・マ

ネジメントの実現にもつながる。 

 

２ 協力校における検証について 

平成31年度は、これまで述べてきた三つの視点で、

各協力校の授業改善に係る組織的な取組を見直すこと

が、効果的であるかについて検証を行う。 

併せて、各協力校が目指す「主体的・対話的で深い

学び」とは何かを明らかにし、教職員一人ひとりの授 

業改善の実感の指標として具体化することにも取り組
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む。そして、各協力校の実践を分析することを通して、

授業改善のよりよい在り方を見いだしていく。 

 

おわりに 

 

調査研究協力校４校の教職員は、学校の特徴をいか

しながら試行錯誤を重ね、授業改善に取り組んでいる。 

本研究が、教職員一人ひとりが目指す授業改善の実

現に役立つものとなり、日々の取組を後押しするもの

となることを願う。 

 最後に、助言者として御指導くださった、國學院大

學田村学教授を始め、調査研究協力校の皆様に心から

感謝を申し上げ、結びとしたい。 

[調査研究協力校] 

 県立茅ケ崎北陵高等学校 

 県立愛川高等学校 

 茅ヶ崎市立北陽中学校 

 愛川町立愛川中原中学校 

［助言者］ 

國學院大學 教授 田村 学 
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